
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
恙

無
く
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

本
来
な
ら
ば
小
池
博
之
会

長
が
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
昨

年
夏
以
来
体
調
を
崩
し
療
養

中
で
す
の
で
、
替
わ
っ
て
筆

頭
副
会
長
の
成
沢
が
新
年
の

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
よ
う

や
く
今
ま
で
の
日
常
が
戻
り

つ
つ
あ
る
と
は
い
え
、
コ
ロ

ナ
が
課
し
た
試
練
は
大
き
な

も
の
で
、
当
会
に
と
っ
て
も

会
員
の
減
少
な
ど
に
そ
の
影

が
表
れ
て
い
ま
す
。

美しいサラモアの海岸
サラモアはダンビール海峡をはさんでラバウルからの重要補給基地であった。

爆撃で多くの艦船や輸送船が沈む海でもある。

サ
ラ
モ
ア
の
海
岸
と
集
落

そ
ん
な
中
昨
年
度
は
、
７

月
28
日
に
第
56
回
「
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
方
面
戦
没
者
慰
霊
大

祭
」
と
第
56
回
「
通
常
総
会
」

を
開
催
。（
委
細
４
面
）ま
た
、

本
田
顧
問
に
よ
る
「
慰
霊
友

好
親
善
事
業
」
へ
の
参
加
、

東
信
地
区
代
表
幹
事
の
滝
沢

さ
ん
に
よ
る
「
日
本
戦
没
者

遺
骨
収
集
推
進
協
議
会
」
派

遣
者
と
し
て
、
マ
ダ
ン
州
ゴ

リ
ゴ
、
ボ
ダ
方
面
に
11
月
２

日
よ
り
２
週
間
に
わ
た
っ
て

参
加
さ
れ
、
成
果
を
挙
げ
て

帰
国
し
ま
し
た
。（
委
細
３
面
）

今
年
度
は
７
月
27
日
の
日

曜
日
に
、第
57
回
と
な
る「
慰

霊
大
祭
」
と
「
通
常
総
会
」

を
予
定
し
、
慰
霊
巡
拝
の
当

会
独
自
で
の
催
行
は
難
し

く
、
２
月
に
予
定
さ
れ
て
い

た
「
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」

が
、
希
望
者
が
満
た
ず
中
止

と
な
り
ま
し
た
。

慰
霊
の
志
を
同
じ
く
す

る
者
が
い
る
限
り
、
た
と
え

人
数
が
少
な
く
な
ろ
う
と

も
、
慰
霊
祭
な
ど
執
り
行
い

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
英

霊
の
御
霊
を
鎮
め
る
お
祭

り
に
は
大
勢
の
皆
さ
ま
の

ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
だ
未
決
の
諸
問
題
も

多
々
あ
り
ま
す
が
、
先
ず
は

異
郷
の
地
で
土
と
化
し
た
英

霊
を
悼
む
心
を
大
切
に
持
ち

続
け
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
会

の
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
当
会
か
ら

の
寄
付
の
呼
び
掛
け
に
賛
同

い
た
だ
き
、
多
大
な
御
芳
志

を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
こ

と
、
こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
体
に

十
二
分
に
ご
留
意
さ
れ
お
過

ご
し
い
た
だ
き
、
７
月
の
慰

霊
祭
に
は
元
気
な
お
姿
で
、

お
会
い
で
き
る
こ
と
を
、
新

年
に
当
た
り
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
17
年
３
月
日
本
軍
の
南
海
支
隊
及
び

海
軍
陸
戦
隊
は
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
進
攻
の
拠
点

を
築
く
た
め
ラ
エ
と
サ
ラ
モ
ア
に
無
血
上
陸

を
果
た
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
前
線
の
要
衝
と
し
て
米
豪
連

合
軍
の
侵
攻
を
阻
止
す
べ
く
激
戦
が
繰
り
返

さ
れ
た
。
し
か
し
猛
烈
な
砲
爆
撃
に
よ
り
輸

送
船
に
よ
る
補
給
も
断
た
れ
、
海
陸
か
ら

の
挟
撃
に
よ
り
18
年
９
月
死
守
し
て
い
た

五
十
一
師
団
に
撤
退
命
令
が
下
る
。

（1）第36号 令和7年1月1日長野県ニューギニア会
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追
悼
式
が
行
わ
れ
、
慰
霊
祭
を
全
て
終

了
し
ま
し
た
。

24
日
朝
ウ
エ
ワ
ク
発
の
予
定
で
し
た

が
航
空
機
の
遅
れ
で
午
後
便
と
な
り
、

市
内
視
察
は
無
し
に
。
午
後
在
パ
プ
ア

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
日
本
国
大
使
館
と
の
懇

談
会
を
行
い
、
翌
25
日
帰
国
の
途
に
就

き
ま
し
た
。

令
和
７
年
は
戦
後
80
年
、
本
事
業
も

35
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
今
回
が
最
後

の
巡
拝
に
な
る
よ
う
で
す
。

慰
霊
と
友
好
親
善
の
灯
が
永
遠
に
続

く
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

日
本
遺
族
会
の
企
画
す
る
本
年
度
の

現
地
慰
霊
巡
拝
は
、
令
和
６
年
10
月
18

日
か
ら
10
月
25
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

國
政
隆
昭
総
括
団
長
と
す
る
総
勢
15

名
が
激
戦
地
の
跡
を
た
ど
り
、
父
の
眠

る
地
で
慰
霊
祭
を
行
い
ま
し
た
。

本
会
か
ら
は
本
田
昌
彦
前
会
長
が
参

加
さ
れ
、
父
故
本
田
昌
平
氏
が
戦
死
さ

れ
た
ウ
エ
ワ
ク
の
地
で
慰
霊
祭
を
行
い

御
霊
の
冥
福
を
祈
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
慰
霊
巡
拝
は
空
路
フ
イ
リ
ッ

ピ
ン
・
マ
ニ
ラ
経
由
で
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

の
首
都
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
に
20
日
の

朝
到
着
。
国
内
線
空
路
で
ラ
エ
郊
外
の

ナ
ザ
ブ
・
ト
モ
ダ
チ
国
際
空
港
に
着
陸

し
、
ラ
エ
で
の
慰
霊
祭
を
行
い
ま
し
た
。

翌
日
の
巡
拝
地
サ
ラ
モ
ア
へ
は
、
陸

路
の
移
動
が
困
難
の
た
め
、
海
路
小
型

ボ
ー
ト
に
よ
る
往
復
３
時
間
の
船
旅
が

き
つ
か
っ
た
よ
う
で
す
。
同
日
午
後
ラ

エ
郊
外
の
ム
ナ
ム
小
学
校
へ
学
校
訪
問

し
、
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
・
文
具
・
衣
類

等
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
生
徒
た
ち
は
大
喜

び
で
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ウ
エ
ワ
ク
で
は
バ
ラ
ム
・
ボ
イ
キ
ン
・

洋
展
台
の
各
所
で
慰
霊
祭
を
行
い
、
23

日
に
は
慰
霊
公
園
に
於
い
て
全
戦
没
者

慰
霊
・
平
和
・
友
好
の
灯
を
未
来
に
つ
な
ぐ

慰
霊
・
平
和
・
友
好
の
灯
を
未
来
に
つ
な
ぐ

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
　
慰
霊
巡
拝
団

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
　
慰
霊
巡
拝
団

　
　
　
ラ
エ
近
郊
　
ム
ナ
ム
・
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
学
校
訪
問

　
　
　
ラ
エ
近
郊
　
ム
ナ
ム
・
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
学
校
訪
問

最
後
の
現
地
慰
霊
巡
拝
に
参
加

最
後
の
現
地
慰
霊
巡
拝
に
参
加

　
　
　
　
　
　
　
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
　
ウ
エ
ワ
ク
・
ラ
エ
方
面
戦
没
者
慰
霊

　
　
　
　
　
　
　
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
　
ウ
エ
ワ
ク
・
ラ
エ
方
面
戦
没
者
慰
霊

故
本
田
昌
平
氏
の
慰
霊

洋
展
台
に
て

ウ
エ
ワ
ク
平
和
慰
霊
公
園
で

全
戦
没
者
慰
霊
祭

ム
ナ
ム
学
校
訪
問
で
の

歓
迎
の
民
族
踊
り
シ
ン
シ
ン

ラ
エ
か
ら
サ
ラ
モ
ア
へ

小
型
ボ
ー
ト
で
の
移
動

川
畑
さ
ん
の
奥
様
と
娘
さ
ん
に

お
会
い
す
る

Ｐ
Ｎ
Ｇ
・
日
本
大
使
館
員
と
の

懇
談
会

ムナム小中学校で生徒の皆さんと共にムナム小中学校で生徒の皆さんと共に
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東
御
市
本
海
野
在
住�

の
滝
沢
祐
一
さ
ん�

（
東
信
地
区
代
表
幹
事
）

が
令
和
６
年
度
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
現
地
調

査
・
遺
骨
収
集
派
遣
団

に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

派
遣
場
所
は
、
マ
ダ

ン
州
ボ
ギ
ア
地
区
ゴ
リ

ン
ゴ
ル
・
ボ
ダ
・
ア
ワ
ー

ル
で
す
。

派
遣
期
間
は
令
和
６

年
11
月
９
日
～
22
日
の

14
日
間
行
わ
れ
、
現
地

住
民
の
協
力
を
得
て
遺

骨
の
発
掘
収
容
・
洗
浄
・

鑑
定
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
21
柱
の
遺

骨
を
収
容
し
、
前
回

（
２
次
）
の
30
柱
と
合

ボギアに向かう途中の市場で休憩ボギアに向かう途中の市場で休憩
（左から二人目が滝沢さん）（左から二人目が滝沢さん） 椰子の実で一息椰子の実で一息

遺骨収容作業による７柱のご遺骨遺骨収容作業による７柱のご遺骨

遺骨鑑定作業と洗骨前のご遺骨遺骨鑑定作業と洗骨前のご遺骨

ゴリンゴルでの作業者の集合写真と発掘作業ゴリンゴルでの作業者の集合写真と発掘作業

第三次遺骨収集に派遣第三次遺骨収集に派遣

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

現
地
調
査
・
遺
骨
収
集
派

遣
（
第
３
次
）
に
初
め
て

参
加
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
現
地
の
景
色
を
眺

め
て
い
る
と
、「
伯
父
も

こ
の
景
色
を
観
て
い
た

の
か
」
と
の
思
い
に
、

な
ぜ
か
伯
父
と
の
距

離
が
一
気
に
縮
ま
り
、

不
思
議
な
感
情
が
湧
い

て
き
ま
し
た
。

私
と
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
の
関
わ
り
は
、
松
本

市
の
護
國
神
社
境
内
に

「
嗚
呼
戦
友
の
碑
」
が
建

立
さ
れ
た
昭
和
49
年
の

夏
が
最
初
で
、
そ
れ
以
来

毎
年
、
慰
霊
祭
に
参
加
の

親
父
の
送
迎
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
以
降
毎
年
の

行
事
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
当
時
の
慰
霊
祭
は
、

戦
没
者
の
親
御
さ
ん
、
奥

さ
ん
、
お
子
さ
ん
等
、
大

勢
の
ご
遺
族
が
、
護
國
神

社
境
内
を
埋
め
尽
く
し
、

「
嗚
呼
戦
友
の
碑
」
に
手

を
合
わ
せ
て
い
る
姿
が

未
だ
に
目
に
焼
き
付
い

て
お
り
ま
す
。

今
回
の
遺
骨
収
容
作

業
に
従
事
す
る
こ
と
に

よ
り
、
ご
遺
族
は
も
と
よ

り
、
多
く
の
遺
骨
収
集
事

業
に
関
わ
る
関
係
者
の

思
い
を
改
め
て
認
識
し
、

本
来
の
目
的
、
意
義
を
肌

で
感
じ
る
事
が
出
来

た
か
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

又
、
こ
の
事
業
の
維

持
・
継
続
に
は
、
Ｐ
Ｎ
Ｇ

現
地
の
方
々
の
協
力
が

不
可
欠
で
あ
り
、
今
後
に

つ
い
て
も
良
い
関
係
を

築
い
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

わ
せ
計
51
柱
の
検
体

を
持
ち
帰
り
、
成
田
空

港
で
出
迎
え
た
厚
生

労
働
省
職
員
に
引
き

渡
し
ま
し
た
。

滝
沢
さ
ん
の
所
感

東部ニューギニア

（3）第36号 令和7年1月1日長野県ニューギニア会



・
病
気
療
養
中
の
小
池
会
長
の
代

行
と
し
て
、
当
面
「
成
澤
勝
人

副
会
長
（
大
町
市
）」
に
当
会
の

運
営
を
お
願
い
し
、
他
の
副
会

長
や
事
務
局
と
共
に
活
動
し
て

い
く
の
で
会
員
各
位
の
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。

第
72
回 

長
野
県
戦
没
者

追
悼
式
が
開
催
さ
れ
た

10
月
26
日
、
第
72
回
長
野
県
戦

没
者
追
悼
式
が
佐
久
市
、
県
立
武

道
館
で
感
染
症
流
行
の
心
配
も
あ

る
中
、
来
賓
・
各
地
の
遺
族
代
表
、

主
催
者
職
員
等
約
６
０
０
名
が
参

加
し
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
た
。

式
典
の
進
行
等
は
、
今
回
も
地

元
・
佐
久
大
学
６
名
の
学
生
の
協

力
を
得
て
、４
年
生
（
都
築
さ
ん
）

の
司
会
に
よ
り
進
め
ら
れ
た
。

長
野
県
知
事
の
式
辞
で
は
、
今

年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
、「
日
本

被
団
協
へ
の
授
与
の
対
象
と
な
っ

た
広
島
・
長
崎
原
水
禁
活
動
の
取

組
み
」
に
つ
い
て
言
及
、
つ
い
で

来
賓
代
表
の
追
悼
の
詞
で
長
野
県

遺
族
会
長
は
、「
国
家
予
算
で
実

現
し
た
、
孫
・
ひ
孫
の
世
代
に
向

け
て
の
語
り
部
活
動
」
を
今
後
の

遺
族
会
活
動
で
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
、
ま
た
佐
久
大
学
４
年
生

（
浦
野
く
ん
、関
谷
さ
ん
）に
よ
る
、

平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、「
世

界
平
和
に
向
け
て
自
分
た
ち
の
世

代
が
率
先
し
て
英
霊
の
思
い
を
引

き
継
い
で
い
く
」
と
決
意
を
発
表

さ
れ
た
。

最
後
に
知
事
や
来
賓
、
遺
族
代

表
ら
が
祭
壇
に
向
か
い
心
か
ら
の

・
繰
越�

３
５
６
，６
２
７
円

三
、特
別
会
計
（
寄
付
金
・
玉
串
料
等
）

・（
令
和
６
年
11
月
末
ま
で
）

�

２
９
２
，７
１
６
円

四
、
令
和
６
年
度
事
業
計
画

・
令
和
６
年
度
慰
霊
大
祭

　

令
和
６
年
７
月
28
日

　

令
和
７
年
７
月
27
日
（
７
年
度
計
画
）

・
56
回
通
常
総
会

　

令
和
６
年
７
月
28
日

　

慰
霊
大
祭
に
続
い
て
開
催

　

令
和
７
年
７
月
27
日
（
７
年
度
計
画
）

・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
慰
霊
巡
拝

・
会
報
「
椰
子
の
樹
」
発
行
（
２
回
）

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
管
理
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

・
今
後
の
事
業
に
、「
嗚
呼
戦
友

の
碑
」「
コ
イ
キ
ン
観
音
」
な

ど
の
あ
り
様
に
つ
い
て
考
慮
し

て
い
く
。

い
て
開
催
す
る
も
の
で
、
神
社
本

殿
で
の
慰
霊
大
祭
に
は
来
賓
と

会
員
な
ど
約
50
名
の
関
係
者
が

参
列
し
て
例
年
に
倣
っ
て
執
り

行
わ
れ
た
。

大
太
鼓
の
合
図
で
始
ま
っ
た
祭

典
は
、
奥
谷
宮
司
に
よ
る
祝
詞
奏

上
、
当
会
小
池
会
長
の
祭
文
奏
上

（
体
調
不
良
の
会
長
に
代
わ
っ
て

安
川
副
会
長
代
読
）、
来
賓
（
池

内
長
野
県
遺
族
会
長
ほ
か
）
に
よ

る
慰
霊
の
こ
と
ば
、
玉
串
奉
奠
な

ど
が
あ
り
約
一
時
間
に
わ
た
る
慰

霊
式
典
が
閉
幕
と
な
っ
た
。

今
年
も
、
灼
熱
の
南
国
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
島
お
よ
び
そ
の
周
辺
海
域

に
お
い
て
、
祖
国
の
安
寧
に
想
い

を
馳
せ
つ
つ
戦
場
に
散
っ
た
英

霊
を
慰
霊
す
る
た
め
、
第
56
回

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
戦
没
者
慰
霊

大
祭
は
、
盛
夏
の
令
和
６
年
７
月

28
日
午
後
１
時
、
長
野
県
護
國
神

社
（
松
本
市
）
に
お
い
て
厳
粛
に

斎
行
さ
れ
た
。

昨
年
７
月
30
日
、
慰
霊
大
祭
後

の
臨
時
総
会
で
議
決
さ
れ
た
活

動
費
節
減
策
に
則
り
、
慰
霊
大
祭

と
総
会
を
同
じ
日
と
会
場
に
お

実
の
子
椰

 　
令
和
６
年
度 

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面

 　
戦
没
者
慰
霊
大
祭
報
告

第56回第
56
回
通
常
総
会
は
、
昨
年
の

臨
時
総
会
で
の
確
定
事
項
に
基
づ

き
、
慰
霊
大
祭
に
引
き
続
い
て
護

國
神
社
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
約
25
名
の
会
員
が
出
席
し
、

審
議
の
結
果
新
６
年
度
の
活
動
が

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

一
、令
和
５
年
度（
'23
・
１
～
'24
・５
）

　
決
　
算

・
収
入�

２
，０
８
４
，１
９
８
円

・
支
出�

１
，２
９
７
，５
８
１
円

・
繰
越�

７
８
６
，６
１
７
円

二
、令
和
６
年
度（
'24
・６
～
'25
・５
）

　
予
　
算

・
収
入�

１
，５
６
１
，６
２
７
円

・
支
出�

１
，２
０
５
，０
０
０
円

第第
5656
回（
令
和
６
年
度
）

回（
令
和
６
年
度
）

��

通
常
総
会
の
報
告

通
常
総
会
の
報
告

献
花
、
一
般
参
列
者
は
併
せ
て
拝

礼
し
て
式
典
は
終
了
し
た
。

長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
に
寄

付
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

寄
付
者
名
簿
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

細
萱 　

仙
秀　
　

山
岸 　

幸
子　
　

山
岸 　

慶
介　
　

塩
之
入 

利
子　
　

山
岸 　

清
美　
　

田
中 　

智
之　
　

小
池 　

博
之　
　

野
村 

和
貴
子　
　

林　
　

 

尚
武　
　

矢
島　

 

敏
勇　
　

鈴
島　
　

 

尚　
　

林　
　

 

栄
一　
　

五
月
日 

輝
雄　
　

五
明 　

良
平　
　

畠
山 　

啓
吾　
　

大
久
保 

典
昭　
　

小
林 　

悦
子　
　

田
中 　

裕
海　
　

天
谷 　

裕
道　
　

小
池 　

信
子　
　

宮
島 

い
く
子　
　

藤
池 　

功
久　
　

中
村 　

清
子　
　

市
川 　

典
夫　
　

樋
口 　

恒
治　
　

興　
　

 

幸
男　
　

伊
藤 

け
さ
み　
　

赤
羽 　

広
治　
　

本
田 　

昌
彦　
　

荻
窪 

と
よ
子　
　
　

大
日
方 

泰
子　
　

西
沢 　

悦
子　
　

渡
辺 　

和
子　
　

有
坂 　

英
幸　
　

渡
辺 

す
み
子　
　

小
林 

香
代
子　
　

林 　

英
一
郎　
　

牧
原 　

久
二　
　

成
沢 　

勝
人　
　

小
坂 　

昭
男　
　

伊
藤 

寿
枝
子　
　

山
崎 　

英
雄　
　
　

飯
田 　

将
人　
　

沓
掛 

千
代
子　
　
　

遠
藤 

や
す
子　
　

峰
村 　

房
夫　
　
　

北
川 　

富
男　
　

丸
山 　

芳
邦　
　
　

安
川 　

叡
春　
　

小
山 　

正
博　
　
　

峯
村 　

契
子　
　

滝
澤 　

祐
一　
　
　

川
上 　

白
雪　
　

三
澤 　

卓
夫　
　
　

山
岸 　

篤
志　
　

松
田 　

克
江　
　
　

藤
原 　

明
夫　
　

荒
井 　
　

綏　
　
　

清
水 

ナ
ツ
子　
　

竹
村 　
　

淳　
　
　

佐
々
木 

正
利　
　

松
下 　

正
充　
　
　

高
木 　

幸
代　
　

土
屋 

耕
太
郎　
　
　

矢
澤 　

英
峰　
　

岩
田 　

良
作　
　
　

宮
原 

千
代
治　
　

米
澤 　

生
久　
　
　

田
中 　

真
弓　
　

伊
東 　

宜
寿　
　

大
久
保 

寛
憲　
　

浅
見 　

良
太　
　
　

平
沢　
　

一　
　

宮
沢 

袈
裟
信　
　

長
田 　

健
治

★
昨
年
の
Ｔ
Ｖ
は
米
国
の
野
球
と

大
統
領
選
挙
、
パ
リ
の
五
輪
な
ど

賑
や
か
な
話
題
、
さ
ら
に
国
内
で

の
政
権
の
変
化
。
歌
っ
た
り
踊
っ

た
り
の
裏
側
で
は
新
手
の
犯
罪
。

画
面
の
出
番
と
切
替
え
が
忙
し

か
っ
た
★
健
康
保
険
制
度
が
改
正

さ
れ
「
マ
イ
カ
ー
ド
化
」、
今
ま
で

の
保
険
証
が
変
わ
る
。
週
刊
誌
の

記
事
で
は
当
初
シ
ス
テ
ム
を
海
外

企
業
に
外
注
し
た
と
か
。
問
題
が

発
生
す
る
た
び
に
費
用
を
追
加
…
。

日
本
国
民
の
個
人
デ
ー
タ
を
第
三

国
が
記
録
し
て
い
る
？
★
今
年
の

漢
字
に
『
金
』。
物
価
の
高
騰
、
政

界
の
汚
い
お
金
等
困
り
も
の
。
筆

者
は
一
月
で
95
歳
に
な
り
ま
す
が

中
学
生
時
代
の
勤
労
動
員
に
年
金

は
付
か
な
い
の
か
な
あ
？
★
い
や

な
事
件
の
多
い
中
で
光
っ
た
の
は

全
国
高
校
駅
伝
。
女
子
の
長
野
東

高
、
男
子
の
佐
久
長
聖
が
揃
っ
て

優
勝
の
快
挙
と
は
ご
立
派
で
し
た

★
小
池
会
長
が
体
調
を
崩
さ
れ
た

由
、
難
問
処
理
で
お
疲
れ
と
か
、

ご
回
復
を
祈
っ
て
い
ま
す
★
本
号

の
編
集
が
ペ
ー
ジ
毎
に
紙
面
構
成

の
不
統
一
を
反
省
「
椰
子
の
実
」

が
転
が
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
。
予
防
接
種
と
マ
ス
ク

常
用
で
ど
う
ぞ
お
大
事
に
（
竹
村
）

第36号（4）令和7年1月1日 長野県ニューギニア会


